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問１ 次の計算をした結果として正しいものを、それぞれあとの１～４の中から１つず

つ選び、その番号を答えなさい。 

 

（ア） −1 − (−7) 

    正の数、負の数をひくことは、その数の符号を変えて加えることと同じなので、

―７を＋７に変えて、たし算をする。 

    ―１＋７ ＝６ 

 

６なので、答えは ３． 

 

（イ） −
3

7
+

1

2
 

    通分して、計算 

    ＝
−3x2+1x7

７ｘ２
  

 

 
１

１４
 なので、答えは ３． 

 

（ウ） 12ab 2   ×6a÷(-3b) 

    かけ算と割り算なので、左から順に計算 

 

    ＝７２a2b2 ÷ (−3b)  =−24a2b 

 

＜別な解き方＞ 要素ごとに計算 

12 x ６ ÷ ―３ ＝ ―２４ 

ａ要素： ２乗 ＝ ａ
２

 

ｂ要素： ｂ
２−１

＝ ｂ
１

 

ー２４ａ
２
ｂ 

 

 −24a２ｂ なので、答えは １． 
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（エ） 
3x+2y

７
 ー 

2x−y

５
 

     分数の引き算なので、通分して計算 

 

     ＝
5(3x+2y)−7(2x−y)

３５
 ＝ 

１５ｘ＋１０ｙ−14x+7y

３５
 ＝ 

x+17y

３５
 

 

＜別な解き方＞ ｘ要素、ｙ要素別に計算 

(１５ − １４)ｘ＋(１０+ ７)ｙ

７ｘ５
＝
ｘ＋17ｙ 

３５
 

 
x+17y

３５
 なので、 答えは ４． 

 

 

（オ）(√6 + 5)2 – 5(√6 + 5) 

    (a + b)2を展開して、計算 

 

    = √6
2
+ 2 × √6 × 5 +  52 - 5(√6 + 5) 

     = 6 + 10√6 + 25 - 5√6 - 25 

     = 6 + 5√6 

 

＜別の解き方＞ √６＋５に着目して、くくる 

(√６＋５) {(√６＋５)ー５} 

{（√６＋５）ー５}の部分は、√６ になるので、 

＝(√６＋５) (√６)＝６＋５√６  

 

６＋５√６  なので、答えは ２． 
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問２ 

 

（ア）  (x − 5)(x + 3) − 2x + 10 を因数分解しなさい。 

 

＜見通し＞ 前半部分を展開後、計算、そして、因数に分解 

    = x2 + 3x − 5x − 15 − 2x + 10 = x2 − 4x − 5 = (x − 5)(x + 1) 

 

＜別の解き方＞ ｘ－５を作って、それでくくる 

(x − 5)(x + 3) − 2（ｘ− ５） ＝ （ｘ－５）（ｘ＋３―２） ＝ (x − 5)(x + 1) 

 

(x − 5)(x + 1) なので、 答えは  

 

 

（イ）  2次方程式 ７x2＋２ｘ− １＝０ を解きなさい。 

 

＜見通し＞ 因数分解できないので、根の公式で計算 

        
−b±√b2−4ac

2a
 

 

＜計算＞ ＝
−2±√22−4x7x1

2x7
 ＝ 

−2±√4+28

14
 ＝ 

−2±√32

14
 ＝ 

−2±√16x2

14
 ＝ 

−2±4√2

2x7
 

       ＝
−1±2√2

7
 

 

＜別の解き方＞ ｂが偶数の時、 
−b’±√b’2−ac

a
 

ａ＝７， ｂ（ｂは２で割るｂ’）＝２÷２=1  c=-1 

−１±√１
2

−（７ × ー１） 

７
＝ 

−１±√１＋７

７
 ＝ 

−1±2√2

7
 

 

−1±2√2

7
 なので、 答えは １． 
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（ウ）  関数 y = −2x2 について、ｘの値がー３からー１まで増加するときの変化の

割合を求めなさい。 

 

＜見通し＞  

●変化の割合だから、 
y の増加量

x の増加量
 

●表 

ｘの値 ｙの値 

-1 -2 

-3 -18 

 

＜計算＞ 

−2—(−18)

−1−(−3)
  ＝ 

16

2
 ＝ 8 

 

８なので、 答えは ４． 
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（エ） 十の位の数が４である３桁の自然数がある。この自然数の、百の位の数と一の

位の数の和は１０であり、百の位の数と一の位の数を入れかえた数はこの自然数よ

り３９６大きい。 

このとき、この自然数の一の位の数を求めなさい。 

 

＜見通し＞ 

●〇〇桁の自然数は、たとえば、３桁なら、 

１００ａ ＋ １０ｂ ＋ ｃ とあらわす。 

  このばあいは、１０の位がわかっているので、 

  １００ａ ＋ ４０ ＋ ｃ 

 

●２つの条件を式にする 

  ａ ＋ ｃ ＝ １０   ・・ １式 

  １００ｃ ＋ ４０ ＋ ａ ＝ １００ａ ＋ ４０ ＋ ｃ ＋３９６ ・・ ２式 

 

＜計算する＞ 

２式を計算すると、 

  ―９９ａ ＋ ９９ｃ ＝ ３９６ ・・ ３式 

３式を９９で約分すると、 

  ―ａ ＋ ｃ ＝ ４ ・・ ４式 

   

  ｃを求めたいので、１式＋４式 

  ２ｃ ＝ １４  ｃ＝７ 

 

ｃ＝７なので、 答えは ２． 
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（オ） 
3780

n
 が自然数の平方となるような、最も小さい自然数ｎの値を求めなさい。 

 

＜見通し＞ 

● 
3780

n
 = ａ

2
 あるいは(ａ

2
ｂ

2
)など、平方（２乗）のペアを探す・ 

● ａ
2
ｂ

2
 は指数法則（an x bn) = (ab)n 

● 約数をみつけるのだから、素因数分解 

 

 

＜計算＞ 

● ３７８０を素因数分解する。 

3780 = 22  ×  32  × 3 × 5 × 7  

● 22  ×  32 の部分が商の答えの部分 

● 3 × 5 × 7 の部分が ｎ の部分 

● 
3780

3x5x7
=  62 

● ｎは 3 x 5 x 7 = 105なので、 答えは ３． 
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問３（ア） 

 

＜問題文の要旨と追記＞ 

● 線分ＡＢは直径  

● ＡＣ＜ＢＣ  

● ∠ＡＢＣ ＝ ∠ＡＢＤ 

● ＤＢ // ＡＩ 

 

問題（ｉ） 

△ＡＩＦと△ＥＨＧが相似であることを次のように証明した。 

（Ａ）～（Ｃ）に最も適するものを、選択肢１～４から選べ。 

 

＜見通し＞ 

● 相似の証明問題で、長さが提示されていないので、角度のみでの証明 

● 角度しかわからないので、２組の角度がそれぞれ等しいことを証明する 

● 角度に関することなら、平行線と同位角・錯角を利用する 

平行線： ＤＢ // ＡＩ 

  同位角： ＣＥを参考に探す 

  錯角： ＡＢを参考に探す 
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＜計算・解答＞ 

（ａ）の解答は、ＤＢ // ＡＩで同位角ということであるから、 

ＤＢ、ＡＩと交わるＣＥで探す。 

答え： ３の∠ＡＩＥ ＝ ∠ＤＨＥ 

 

（ｂ）の解答は、ＤＢ // ＡＩで錯角ということであるから、 

ＤＢ、ＡＩとＺ（ゼット）の形で交わるＡＢで探す。 

答え： １の∠ＡＢＤ ＝ ∠ＢＡＩ 

 

（ｃ）の解答は、「２組の角がそれぞれ等しい」からという理由で、相似を証明したので 

答え： ４の２組の角がそれぞれ等しいから 

 

 

問題（ⅱ） 

次の□の中の「あ」「い」にあてはまる数字をそれぞれ０～９の中から１つずつ選び、

その数字で答えなさい。 

∠ＢＤＥ＝３５°、∠ＤＢＥ＝２８°のとき、∠ＣＡＩの大きさは「あい」である。 

 

＜見通し＞ 

● 問題（ⅰ）ですでに求めた同位角や錯角の関係で等しいとわかっている角 

あるいは、今回与えられた角度の円周角 

さらに、補助線ＡＤを引けば直径の円周角なども利用できる。 

● とりあえず、わかる角を次々探す。 
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＜計算・解答＞ 

● 直径の円周角で∠ＡＣＢ＝９０° 

● あと、∠ＦＡＩか∠ＡＢＣか∠ＡＢＤがわかれば解答できる 

● 補助線ＡＤを引くことで、∠ＡＤＢ＝９０°（直径の円周角） 

● ＢＥの円周角で∠ＢＡＥ＝３５° 

● ＤＥの円周角で∠ＤＡＥ＝２８° 

● よって、∠ＡＢＤは△ＡＢＤを使って 

{１８０ − （９０＋３５＋２８）}＝２７°とわかる。 

● ∠ＣＡＩは、△ＡＢＣを使って、 

{１８０ − （９０＋２７＋２７）}＝３６°と求まる。 

● 答え： あ：３、い：６ 
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問３（イ） 

 

（ⅰ） 資料１の記録を箱ひげ図に表したものとして最も適するものを次の１～４の中

から選び、その番号を答えなさい。 

 

＜見通し＞ 

● 適切な箱ひげ図を見つける問題なので、箱ひげ図が表す内容を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 箱ひげ図の作り方 

１．データを小さい順に並べる 

２．最小値と最大値を記入 

３．各四分位を記入 

（１）第１四分位 前半部分の中央値（データが奇数個の時は中央値を外す） 

（２）第２四分位 データ全体の中央値（データが偶数個の時は、前後の平均） 

（３）第３四分位 後半部分の中央値（データが奇数個の時は中央値を外す） 

 

＜計算・解答＞ 

● データを小さい順に並べてみる 

１３ １４ １７ １７ １７ １９ ２１ ２３ ２４ ２５ 

 

● 最小値：１３、最大値：２５ 

● 第１四分位：１７ 

● 第２四分位：１８ （
17+19

2
） 

● 第３四分位：２３ 

 

● 答え：２ 
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問３（イ）（ⅱ） 

 

資料２と資料３から読み取れることがらを、次のＡ～Ｄの中からすべて選んだときの組

み合わせとして最も適するものをあとの１～６の中から１つ選び、その番号を答えなさ

い。 

 

＜見通し＞ 

● 時間のかからないものから確認する 

 

＜計算・解答＞ 

● Ａ：議案Ｙに賛成した人数の最頻値が２０人なので〇。 

10個データを並べれば、確認できる 

１５ １９ ２０ ２０ ２０ ・・ 〇 

 

● Ｂ：賛成した人数 議案Ｚ ＜ 議案Ｙ 

議案Ｙを合計するのはちょっと大変なので、確認は後回し。 

 

● Ｃ：資料２を並べれて、簡単な計算で確認できる。 

１５ １９ ２０ ２０ ２０ ２４ ２４ ２５ ２６ ２７ 

議案Ｙの中央値： 
20+24

２
＝２２ ＞ 議案Ｚの中央値：２１ ・・ 〇 

 

● Ｄ：賛成した人数の四分位範囲 議案Ｙ＜議案Ｚ 

議案Ｙの第１四分位：２０ 第３四分位：２５ 四分位範囲：５ 

議案Ｚ：６ ＞ 議案Ｙ：５   ・・ 〇 

答え： ６  Ａ，Ｃ，Ｄ 

 

● 偶然、面倒なＢを検証せずに解答できたが、Ｂを計算する場合 

合計するのではなく、資料３の平均と資料２の各値の差をみることで判断できる 

           計 

資料２ ２０ ２６ １９ ２７ ２５ ２４ ２０ １５ ２４ ２０  

資料３

との差 

―３  

 

＋３ 

―４  

 

＋４ 

 

 

＋２ 

 

 

＋１ 

―３ ―８  

 

＋１ 

―３ ―２１ 

 

＋１１ 

あきらかにマイナスのほうが多いので、資料Ｙの人数のほうが少ないのでＢは×。 
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問３（ウ） 

 

＜問題文の要旨と追記＞ 

● Ａさん 

学校 → かもめ（＋５分） → 駅 

 

● Ｂさん 

学校 → いちょう（＋１５） → かもめ（＋５） → 駅 

 

● 途中すれちがい（いちょうとかもめの間）、学校には同時に到着。 

● すれちがった時間帯は１～６のどれか 

● 速さ一定 

 

＜見通し＞ 

● 速度 ＝ 距離 ÷ 時間 

 

＜計算・解答＞ 

● Ａさんの速度 

グラフから１５分かかって、１２００ｍだから、 
１２００

１５
 ＝８０ｍ／分 

 

● Ｂさんの速度 

（１２００＋６００＋６００＋１２００）

１５
 ＝ ２４０ｍ／分 

 

● Ｂさんのいちょう出発時間 

1800

240
+15 = 22.5 

 

● Ｂさんのかもめ到着時間 

600

２４０
＝2.5 

 

● すれ違いの時間帯 

１６時２２分５０～１６時２５分 

答え： ３ １６時２３分から１６時２５分までの間 
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＜問題文の解釈と図への追記＞ 

● 結局、ＢＥ＝３、ＣＥ＝１、ＣＦ＝ＤＦ＝ＡＧ＝ＤＧ＝１、ＡＢ＝２ 
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＜見通し＞ 

● ぱっとみ、求める三角形ＢＨＩと四角形ＣＦＨＥは 

三角形ＢＥＩと三角形ＢＣＦから、共通の三角形ＢＥＨを引いたものになっている。 

 

● 上記３つの三角形は、底辺がわかっているので、問題は高さ。 

 

● 四角形ＡＢＣＤは台形だから、ＡＤ//ＢＣ 

なので、同位角、錯角が利用できる 

  ＡＥ、ＢＧとＢＦ（補助線）が利用できる。 

 

● △ＡＩＧ と △ＢＩＥは相似になりそう。 

そうすると、ＡＧ：ＢＥが１：３だから、ＡＩ：ＥＩがわかる。 

● また、ＡＤの延長、ＢＦの延長させてできた三角形△ＪＤＦと△ＢＣＦは（1 組の辺と

その両端の角がそれぞれ等しい）から合同なので、ＤＪが４とわかる。 

さらに、△ＪＡＨと△ＢＥＨが相似になりそうなので、ＡＨ：ＥＨがわかる。 

●  ＡＩ：ＥＩとＡＨ：ＥＨの連比をとけば、高さがわかる。 

つまり、下図。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

Ｅ 

Ｈ 

Ｉ 

Ａ 

１ 

１ 

２ 

２ 

３ 

３ 
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＜計算・解答＞ 

● △ＡＩＧ ∽ △ＥＩＢ （２組の角がそれぞれ錯角で等しい） 

∠ＧＡＩ＝∠ＢＥＩ、∠ＡＧＩ＝∠ＥＢＩ 

比はＡＧ＝１：ＥＢ＝３なので、ＡＩ：ＩＥ＝１：３  ・・ １式 

 

● ＡＤとＢＦをそれぞれ延長して補助線とし、交点をＪとする。 

● △ＢＣＦ ≡ △ＪＤＦ （1組の辺とその両端の角がそれぞれ等しい）から、 

ＤＪ＝４ 

 

● △ＢＥＨ ∽ △ＪＡＨ （２組の角がそれぞれ等しい） 

∠ＢＥＨ＝ＪＡＨ、∠ＥＢＨ＝ＡＪＨ 

ＡＨ：ＥＨは、ＡＪ：ＢＥが＝６：３ だから、２：１ ・・ ２式 
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● 1式と 2式は４等分と３等分の比だから、最小公倍数の１２で連比を解く 

    Ａ     Ｉ （３）          Ｅ（９） 

 

 

    Ａ             Ｈ（８）  Ｅ（４） 

 

Ａ     Ｉ      Ｈ      Ｅ 

 

 

       ３      ５      ４ 

 

 

 

● 底辺の長さと高さが分かったので、△ＢＨＩ（Ｓ）の面積を求める 

● △ＢＨＩ（Ｓ）は 

△ＢＥＩ（底辺：３，高さ：９）―△ＢＥＨ（底辺：３、高さ：４） 

△ＢＨＩ（Ｓ） ＝ 
3×9

2
−

3x4

2
=

27−12

2
=

15

2
 ・・ 1式 

 

● 四角形ＣＦＨＥの面積（Ｔ）を求める 

△ＢＣＦ（底辺：４、高さ：６） － △ＢＥＨ（底辺：３、高さ：４） 

  
4x6

2
−

3x4

2
=

24−12

2
=

12

2
 ・・ ２式 

   ※△ＢＣＦの高さ：６は、１２の中点だから。 

● ＳとＴの面積比は、１式と２式から、 

15

2
:
12

2
= 15: 12 = 5: 4  う：５、え：４ 
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＜問題文の解釈と図への追記＞ 

● Ａ座標（３，？）、曲線②はＹ軸に対して線対称なので、Ｂ座標は（―３，？） 

● ＡＢ // ｘ軸、ＤＥ // ｘ軸 

● Ｄ座標（―６，？）、Ｅ座標（６，？） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問（ア） 

曲線②の式 y =  ax2 のａの値として正しいものを次の１～６の中から１つ選び、

その番号を答えなさい。 

 

＜見通し＞ 

● ａの値を求めるには、曲線②上のｘ、ｙの１組の値が必要 

直線①にｘ＝３を代入すれば求められる 

 

＜計算・解答＞ 

１．直線①の式 ｙ ＝ ―ｘ ＋ ９ に、ｘ＝３を代入して、ｙを求める。 

ｙ ＝ ―３ ＋ ９  ＝ ６ 

 

２．曲線②の式 ｙ＝ａｘ
２
 に、同曲線上の１組のｘ、ｙ（３，６）を代入して計算する 

６ ＝ ａ32    6 ＝ ９ａ  ａ＝
2

3
   答え：５． 
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問（イ） 

直線ＥＦの式を ｙ＝ｍｘ＋ｎ とするときの（ⅰ）ｍの値と、（ⅱ）ｎの値として正しいもの

を、それぞれ次の１～６の中から１つずつ選び、その番号を答えなさい。 

 

＜見通し＞ 

● Ｂ座標（―３，６）と分かっている。 

● Ｄ座標は曲線③の式に、Ｄのｘ座標を代入すれば、求まる。 

● Ｂ座標、Ｄ座標からＢＤの直線の式がわかる。 

● Ｆ座標も求まる。 

● Ｄ座標からｙ軸線対称のＥ座標がわかる。 

● Ｅ座標、Ｆ座標から直線ＥＦの式が求められる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜計算・解答＞ 

１． 曲線③の式 y =  −
1

6
x2 に、ｘ＝―６を代入し、計算。  

ｙ＝―６となるので、Ｄ座標（―６，―６）、Ｅ座標（６，―６）となる。 

２． ＢＤの式は 

Y＝ａｘ＋ｂの一般式に、Ｂ，Ｄのｘ、ｙ座標を代入して連立方程式を解く。 

Ｂ座標の値を代入すると   ６＝―３ａ＋ｂ 

Ｄ座標の値を代入すると ―６＝―６ａ＋ｂ から 

ａ＝４，ｂ＝１８ 
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３． Ｆ座標は 

ｙ＝４ｘ＋１８に、ｙ＝０を代入して、ｘ＝−
9

2
 

 

４． ＥＦの式は 

Y＝ａｘ＋ｂ にＥ座標とＦ座標を代入して連立方程式を解く。 

Ｆ座標の値を代入  ０＝−
9

2
ｍ ＋ ｎ  ・・ １式 

Ｅ座標の値を代入 ―６＝６ｍ＋ｎ 

６＝−
21

2
ｍ   ｍ=

12

21
  ｍ=−

4

7
 

１式に、ｍ=−
4

7
 を代入して、ｎ＝ー

１８

７
 

 

答え： （ｉ）４   （ⅱ）１ 
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問４（ウ） 

次の□の中の「お」「か」「き」「く」にあてはまる数字をそれぞれ０～９の中から１つずつ

選び、その数字を答えなさい。 

 線分ＢＣ上に点Ｇを、三角形ＢＤＧと三角形ＤＥＧの面積が等しくなるようにとる。こ

のときの、点Ｇのｘ座標は 
おか

きく
 である。 

 

＜見通し＞ 

● 四角形ＢＤＥＧを線分ＢＣ上の動点Ｇで２つの等積の三角形に分ける問題ととらえ

る。 

● ＢＥに補助線を引き、線分ＤＧとの交点をＰとする。 

● ＢＥに平行で、点Ｇを通る補助線をＢ‘Ｅ’とする。 

● ＢＥに平行で、点Ｄを通る補助線をＢ“Ｅ”とする。 

● すると、△ＢＧＰと△ＥＧＰは底辺同一（中点）であり、ＢＥ // Ｂ‘Ｅ’から高さも同

一なので同一面積となる。 

● また、△ＢＤＰと△ＤＥＰも底辺同一（中点）であり、ＢＥ // Ｂ“Ｅ”から高さも同一

なので同一面積となる。 

● このように、点Ｐが線分ＢＥの中点を通るとき、四角形ＢＤＥＧを２つの三角形に等

積に分けることが確認できる。 

● なので、Ｐ点を求め、さらに、ＤＰと線分ＢＣとの交点を求めることになる。 
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＜計算・解答＞ 

１． Ｐ点の座標は 

X = 
−3+6

2
 = 

3

2
,  y = 

6+(−6)

2
 = 0 

 

２． ＤＰの一次式は、ＤとＰの座標を代入して、連立方程式を解く。 

Ｄ座標の代入 ―６＝－６ａ ＋ｂ 

Ｐ座標の代入 ０＝
３

２
 ａ ＋ ｂ    

計算すると ―６＝ー
１５

２
 ａ    ａ＝

４

５
   

  

―６＝―６ ｘ 
４

５
 ＋ ｂ   ｂ＝―

６

５
 

ｙ ＝ 
４

５
ｘ ― 

６

５
  ・・ １式（直線ＤＰの式） 

 

３． Ｇ座標は、直線ＢＣと直線ＤＰの延長線上の交点である。 

はじめにＣの座標を求めると 

ｙ ＝ ―ｘ ＋ ９ の ｙ＝０ のとき、 ｘ ＝ ９ となる。 

 

ＢＣの式は、ＢとＣ座標から 

Ｂの座標を代入すると ６ ＝ ―３ａ ＋ ｂ 

Ｃの座標を代入すると ０ ＝ ９ａ ＋ ｂ  

連立方程式を解いて、 

６ ＝ ―１２ａ  ａ＝ー
1

２
 

ｂは ６＝
３

２
 ＋ｂ で、 ｂ＝

９

２
 

ｙ ＝ ー
１

２
ｘ ＋ 

９

２
  ・・ ２式 
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１式と２式を、 

ｙ ＝ 
４

５
ｘ ― 

６

５
  ・・ １式 

ｙ ＝ ー
１

２
ｘ ＋ 

９

２
  ・・ ２式 

 

１０倍して、 

１０ｙ ＝ ８ｘ ― １２ 

１０ｙ ＝ ―５ｘ ＋ ４５ から、 １３ｘ ＝ ５７  ｘ＝ 
５７

１３
  

 

答え： お：５  か：７  き：１  く：３ 
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問５ 

確率の問題というより、場合の数を求めることのほうが難しいですよね。 

でも一番難しいのは日本語で書かれた問題文の理解かな。 

数学の問題というより、国語の問題に近い感じさえします。 

 

＜問題文の解釈と図などへの追記＞ 

● 問題文の内容を理解するのが難しい。 

先に「例」を見ることをおすすめします。 

 

● 問題文の理解しづらい点は、操作２の「ｂと同じ数の書かれたブロックが場所Ｐ、

場所Ｑのどちらにある場合も、場所Ｒへ移動する」という部分です。 

意味は、操作１では場所Ｐから場所Ｑへの移動だけだが、操作２では場所Ｑから場所

Ｒへの移動に加えて、場所Ｐから場所Ｒへの移動があるということです。 

 

操作１（大きいサイコロの出た目）  ブロックの移動（場所Ｐ → 場所Ｑ） 

 

操作２（小さいサイコロの出た目）  ブロックの移動（場所Ｑ → 場所Ｒ） か 

                                （場所Ｐ → 場所Ｒ） 
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いま、図１の状態で、大、小２つのさいころを同時に１回投げるとき、つぎの問に答え

なさい。ただし、大、小２つのさいころはともに、１から６までのどの目が出ることも同

様に確からしいものとする。 

 

問題（ア） 

次の□の中の「け」「こ」「さ」にあてはまる数字をそれぞれ０～９の中から１つずつ選

び、その数字を答えなさい。 

 

 ブロックの個数が３か所とも同じになる確率は 
け

こさ
 である。 

 

＜見通し＞ 

● ブロックは６個なので、３箇所ともブロックが同じ数になるのは、 

場所Ｐ、Ｑ、Ｒにブロックがそれぞれ２個ずつになる場合だけ。 

 

 

 

 

 

● ２個ずつになる場合を数えあげます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

場所Ｐ 場所Ｑ 場所Ｒ 
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＜計算・解答＞ 

１． ２個ずつになるのは、大きいさいころの目が「４」で、 

小さいさいころの目が「２」のとき。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 気づきずらいと思いますが、 

大きいさいころの目が「２」で、 

小さいさいころの目が「４」のときも、 

操作２のルールから、ブロックが場所Ｐ、Ｑ、Ｒに２個ずつになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． ブロックの個数が３か所とも同じ数になる場合の数は２通りで、 

さいころの目のすべての出方は３６通りなので、 

求める確率は、 
２

３６
 ＝ 

１

１８
 

 

答え： け：１、 こ：１， さ：８  

 

場所Ｐ 場所Ｑ 場所Ｒ 

６ 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

２ 

１ 

２ 

小さいサイコロの目 大きいサイコロの目 

４

  

場所Ｐ 場所Ｑ 場所Ｒ 

６ 

５ 

２ 

１ 

４ 

３ 

４ 

小さいサイコロの目 大きいサイコロの目 

２ 

４ 

３ 
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問５（イ） 

次の□の中の「し」「す」にあてはまる数字をそれぞれ０～９の中から１ずつ選び、その

数字を答えなさい。 

 

  ３か所のうち、少なくとも１か所のブロックの個数が０個になる確率は 
し

す
 である。 

 

＜見通し＞ 

● 「少なくとも１か所、０個」とは、この場合、 

０個が１か所の場合、 

０個が２か所の場合、 

０個が３か所の場合 です。 

 

● ２つのさいころの目の出方は３６通りなので、求める確率は 

少なくとも１個所、０個の場合の数

３６
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＜計算・解答＞ 

 

１． 少なくとも１か所、０個の場合の数 

 

 場所Ｐ 場所Ｑ 場所Ｒ さいころの出目のパターン 

０が１個 ０個   ・大きいさいころの目が「６」、 

小さいさいころの目は何でもよい 

(6,1),(6,2),(6,3),(6,4).(6,5),(6,6) 

・小さいさいころの目が「６」で 

大きいさいころの目は何でもよい 

(1,6),(2,6),(3,6),(4,6),(5,6) 

※(6,6)はカウントずみ 

 ０個  大きいさいころと小さいさいころが同じ目の

場合 

(5,5),(4,4),(3,3),(2,2),(1,1) 

※(6,6)はカウントずみ 

  ０個 小さいさいころの目はかならず何か出るの

で、場所Ｒが０個になることはない 

０が２個 ０個 ０個  ※(6,6)でカウントずみ 

０個  ０個 小さいさいころの目はかならず何か出るの

で、場所Ｒが０個になることはない 

 ０個 ０個 小さいさいころの目はかならず何か出るの

で、場所Ｒが０個になることはない 

０が３個 ０個 ０個 ０個 小さいさいころの目はかならず何か出るの

で、場所Ｒが０個になることはない 

 

２． 少なくとも１か所、０個の場合の数は、「１６」通り 

なので、求める確率は 
１６

３６
＝

４

９
 

 

答え： し：４， す：９ 
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問６ 

 

＜問題文の解釈と図などへの追記＞ 

● 点Ｄは、線分ＢＣの中点 

● ＡＢ＝８㎝ 

● ＡＣ＝１０㎝ 

● ∠ＡＯＥ＝６０° 

● 円周率：π 

 

問題（ア） 

この円すいの表面積として正しいものを次の１～６の中から１つ選び、その番号を答

えなさい。 

 

＜見通し＞ 

● 求めるもの： 円すいの表面積 

円すいの表面積＝ 側面積（扇形の面積）＋底面積 

● 扇形の面積＝ 

円の面積 ｘ 
扇形の円周（＝底面の円周）

円周
 

● 底面積＝ πｒ
２

 

 

＜計算・解答＞ 

１．扇形の面積 

（１）円の面積（πｒ
２
） ＝  １０

２
π 

（２）円の円周（２πｒ） ＝ ２ｘ１０π ＝２０π 

（３）底面の円周（２πｒ） ＝ ２ｘ４π ＝ ８π 

 

１００π ｘ 
８π

２０π
 ＝ １００π ｘ 

２π

５π
 ＝ ４０π 

 

２．底面積 42π ＝ １６π 

 

３．円すいの表面積 

４０π ＋ １６π ＝ ５６π    答え： ５．（５６π㎠） 
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問６（イ） 

この円すいにおいて、２点Ｄ、Ｅ間の距離として正しいものを次の１～６の中から１つ

選び、その番号を答えなさい。 

 

＜見通し＞ 

● 求めるもの： ＤＥ間の距離 

● ＤＥは点線で描かれているように、立体の表面ではなく、立体の内部を通る直線。 

● 具体的な長さを求める問題なので、三平方の定理などをも利用する。 

ということは、直角三角形を補助線などを使って描き、利用する。 

● ＤＥを求めるわけだから、Ｄから垂線をひき、底辺との交点を「Ｐ」とする。 

● △ＤＥＰを考える。（下図：△ＤＥＰ） 

ＤがＢＣの中点なので、ＤＰはＣＯ（図：ＡＣＯで計算）の半分の長さとわかる。 

   なので、ＥＰがわかれば、求めるＤＥがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図：△ＤＥＰ 

 

図：△ＡＣＯ 

 



38 

 

● ＥＰはつぎのようにすれば、求められる。 

  ∠ＡＯＥ＝６０°とわかっているので、 

Ｅから半径にむかって垂線をひき、その交点を「Ｑ」とすると、 

△ＥＯＱ（下図）は１：２：√３の特殊三角形となる。 

ＥＯが半径４㎝とわかっているので 

ＯＱ＝２㎝とわかる。 

  ＥＱは△ＥＯＱが直角三角形なので、三平方の定理から求められる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  つぎに、ＯＰ＝２㎝（点ＰはＢＣの中点からの垂線）とわかっているので、 

ＥＰは、△ＥＰＱの直角三角形なので、三平方の定理から求められる。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図：△ＥＯＱ 

 

図：△ＥＰＱ 
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● ＤＰとＥＰがわかるので、△ＤＥＰ（直角三角形）を使って、 

   三平方の定理から、最終的に求めるＤＥが求められる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜計算・解答＞ 

１．  ＣＯを求める 

ＣＯ
２
＝ ＡＣ

２
ーＡＯ

２
＝１００ー１６＝２√２１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． ＤＰ  
ＣＯ

２
＝√２１ 

 

図：△ＤＥＰ 

 

図：△ＡＣＯ 
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３．△ＥＯＱの各辺の長さを求める。 

ＯＥ＝４㎝（底面の半径） 

∠ＥＯＱ＝６０°なので、△ＥＯＱは１：２：√３の特殊三角形。 

なので、ＯＱ＝2㎝。 

三平方の定理から 

 

ＥＱ ＝ ＯＥ
２
 ー ＯＱ

２
＝ ４

２
 ー ２

２
＝１２  ２√３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                      

 

図：△ＥＯＱ 



41 

 

４． △ＥＰＱの各辺の長さを求める。 

ＥＱ＝2√3 

ＰＱ＝ ＯＱ（2㎝）＋ＯＦ（2㎝：半径 4㎝の中点） 

 

ＥＰは、△ＥＰＱが直角三角形なので、三平方の定理から、 

ＥＰ
２
＝ ＰＱ（4 ㎝）

２
＋ ＥＱ（2√3㎝）

２
 ＝ １６＋１２ ＝ ２８  

ＥＰ ＝ 2√7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図：△ＥＰＱ 
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５． ＤＰの長さ（ＣＤの中点なので、ＣＯの半分の長さ） 

ＤＰはすでに２．で求めている。 

ＤＰ ＝ √21 

 

６． 最終的に求めるＤＥの長さ 

ＤＥ
２
＝ ＤＰ

２
 ＋ ＥＰ

２
 ＝ √21

２
 ＋ 2√7

２
 ＝ ２１ ＋ ２８ ＝ ４９ 

ＤＥ ＝ ７      答え： ２．（７㎝） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図：△ＤＥＰ 
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問６（ウ） 

次の□の中の「せ」「そ」にあてはまる数字をそれぞれ０～９の中から１つずつ選び、

その数字を答えなさい 

 

点Ｆが線分ＡＣの中点であるとき、この円すいの側面上に、図２のように点Ｅから線分

ＢＣと交わるように、点Ｆまで線を引く。このような線のうち、長さが最も短くなるように

引いた線の長さは「せ」√そ ㎝である。 

 

＜見通し＞ 

● はじめに、円すいの展開図を書いてみる。 

扇形の中心角（∠ＡＣＡ’）は、問（ア）で、円周と扇形の周の割合が５：２ともとめられ

ているので、１４４°とわかる。 

なお、いい加減な角度で展開図を書いてしまうと、補助線のイメージがわいてこない

よ。 

● ＥＦは円すい上は曲線に見えるけれども、最短を求めるので、直線になるよ。 

● ＥＦは長さを求めるので、ＥＦを含む直角三角形を、補助線を引いて見つける。 

ＥからＡ’Ｃの延長線上に垂線を引いてＲとすると、直角△ＥＦＲが見えてくる。 

● ＣＦは母線 10㎝の半分５㎝とわかっているので、ＣＲがわかれば、ＥＦがわかる。 

● ＣＲは∠ＥＣＲが６０°なら、△ＣＥＲが１：２：√3 の特殊三角形なので求まる。 

∠ＡＣＥが２４°なら、∠ＡＣＦ＝144°なので、ＣＲが求まり、答えが出せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図：問題６（ウ）展開図 
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＜計算・解答＞ 

１．∠ＡＣＥを計算 

扇形の中心角：∠ＡＣＥ＝扇形の円周：弧ＡＥの長さ 

 

（１）弧ＡＥの長さ 

  １）扇形の円周（８π） ｘ 
60

360
（∠ＡＯＥ＝６０°） = 

4

3
π 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）∠ＡＣＥ 

１４４°：∠ＡＣＥ（ｘ） ＝ ８π： 
4

3
π 

１９２ ＝ ８πｘ  ｘ＝２４° 

 

２．∠ＡＣＲ＝ １８０°―（１４４°―２４°）＝６０° 

なので、△ＣＥＲは１：２：√3 の特殊三角形 

ＣＥは半径で１０㎝なので、ＣＲは５㎝ 

 

３． ＥＲの計算 

△ＣＥＲは直角三角形なので、三平方の定理で計算 

ＥＲ
２
＝ＣＥ（１０）

２
ーＣＲ（５）

２
＝１００―２５＝７５ 

ＥＲ＝5√3 

 

 

 

図：問題６（ウ）展開図 
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４． ＥＦの計算 

△ＥＦＲも直角三角形だから、三平方の定理で計算 

ＥＦ
２
＝ＦＲ

２
＋ＥＲ

２
 

EF２＝(5 + 5)２＋5√3
２
＝１００＋７５＝１７５ 

ＥＦ＝５√7 

 

答え： せ：５ 、 そ：√７ 

 

 

＜超荒業＞  

∠ＡＣＥ＝２４°を前提にして、上記＜計算・解答＞の１．の計算を省略して、 

解答後、時間があまれば、＜計算・解答＞の１．の計算を行って、解答の正しさを確

認する。 

 

●∠ＡＣＥ＝１４４°は解答の役にたちづらい角度。 

●∠ＡＣＥ＝２４°になれば、特殊三角形になる。 

 

 

 

 

 

 


